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おうみのふるさと物語プロジェクト
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≪ふるさと物語とは≫

地域に残る郷土物語（昔話）を基に、

親から子どもに伝えたいわかりやす
く楽しい物語。



野洲川物語（下流域）
愛の内明神 と ちりんさんの池

語り部：山本 一男
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ふるさと物語の伝承とわらべうた



野洲川物語（下流域）
新庄来い

歌い手：石川 輝伸
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わたしたちのミッション

１．「ふるさと物語」で地元への愛着と誇りを醸成します

２．多世代の共通認識を深める場として、

お話会のような語り部の会をつくります

３．すでに活動している団体と連携しながら、

活動の輪を広めます

４．自然災害と先人の営みの知恵を、次代に繋ぎます

５．「ふるさと物語」で魅力あるまちづくりに貢献します
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本活動の背景



① 情報収集
図書館・博物館などの資料調査(1～3月)

物語の意識アンケート調査(1～2月)

現地フィールドワーク調査(2～4月)

② ふるさと物語の編集
題材の選定(4月～6月)

ストーリー編集(粗筋を中間発表6月)

表現方法の工夫(6～8月)

③ ふるさと物語の普及
語り部の会(おはなし会)の実施(夏休み7・8月)

ホームページを立ち上げ、情報提供(9～11月)

活動計画
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これまでの歩み

・滋賀県全域の物語調査(1月～5月)

・野洲川下流域の物語調査(1月～5月)

(守山市の中洲地域)

・物語の編集(5月～継続中)

・表現方法の工夫(4月～継続中)

物語の発掘

物語の編集
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滋賀県の物語の調査

滋賀県全域を湖北、湖東、
湖南、湖西の４つのエリア
に分け、物語の収集を行い
ました。

その結果、約８００話の物
語が集まりました。
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フィールド設定理由

滋賀県なので、琵琶湖に注ぐ川をテーマにふ
るさと物語の収集と編集を行う。

野洲川と姉川を候補地に選定。

本年度のフィールドワークをメンバーの地元
である野洲川下流域に設定した。

今後順次、野洲川全域、姉川、滋賀県全域に
広げる予定である。
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野洲川地域・中洲地区の物語
物語の収集を行った結果、数多くの物語を発掘し、
またそのゆかりの地に訪れることができました。
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フィールドワーク
物語の現地を訪問することで、物語の面影を感じとり、

文字情報の内容や背景を確認しました。

お満燈籠（今浜） 埋蔵文化センター
お満燈籠

（琵琶湖大橋東詰）

稲荷神社 大水口神社 蜊江神社
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物語の表現方法

①物語の精査
②物語と、ゆかりの場所との連携
③語り部から直接物語を聴き、
テープ・ビデオ撮影

④物語カードの作成
⑤音楽による物語の表現
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語り部の会の経過と実施予定

１．地元の語り部（山本徳次郎氏）からの

ヒアリングの実施

２．「語り部の会」の手法の調査

３．活動団体の現状把握

４．活動団体（でんくうの会）との

協働のアプローチ

５．語り部の会の実施予定

６．催しや情報発信で活用する

今後の課題 現在活動されている語り部の方との連携
多くの方に聞いていただく語り部の会の実施

でんくうの会との協働
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おうみふるさと物語のホームページ

①おうみのふるさと物語とゆかりの場所を

エリア毎に掲載

②野洲川物語（下流域物語）とゆかりの場所を掲載

③語り部の人や活動団体を紹介

④今後のスケジュール
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今後の展望

・滋賀県全域の物語調査

・野洲川下流域の物語・民謡調査

・物語の現地フィールド調査

・古老の語り部からの聞き取り調査

・関係団体・人との連携・調査

・物語の精査

・地域情報と物語の連携

・語り部の会の企画・調整

・ホームページの編集

・語り部の会の実施

語り部フォーラム、文化祭、その他

・ホームページの公開

物語の発掘

物語の編集

物語の普及
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ふるさと物語プロジェクトの循環図

ふるさと物語の創造

・郷土物語の平易化

・専門家の活用

・わかりやすさ表現方法の追求

・文化や教訓の伝承

ふるさと物語の恩恵 ふるさと物語の普及

・地域愛を育む

・物語マーケティングによる販売促進

観光の活性化・地域イメージアップ

・人の結びつきの強化（子育て支援・多世代交流）

・語り部の会（お話会）の実施

・ホームページの作成・活用

・ふるさと物語活用推進協議会

・ふるさと物語コーディネーター育成

・地域の広がり

・参加者の増加

・情報提供

・意欲

・資金



ほたる来い竹次郎さん

歌い手：石川 輝伸
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2020

おうみのふるさと物語プロジェクト

石川輝伸 佐藤麻里

塩田余侍美 橘晃照

樋上真吾 山川弘光

山本一男 山本周作


